
JP 2010-274010 A 2010.12.9

10

(57)【要約】
　【課題】清掃性能に優れた回転ブラシを提供する。
　【解決手段】機器（図示せず）に回転自在に取着され
るロータ２６と、ロータ２６の外周部に配されると共に
被清掃面に当接して除塵する清掃ブラシ体２７からなる
回転ブラシ２０において、ロータ２６は、軸体２８と、
軸体２８の外周面から外方に向かって延設され内側面２
９ａと外側面２９ｂをそれぞれ有する複数の翼状体２９
と、翼状体２９の内側面２９ａ側の先端部のみに設けら
れ清掃ブラシ体２７を保持する保持部３０とを備え、内
側面２９ａ側を風受面としたもので、翼状体２９の内側
面２９ａの先端部に保持部３０を設けることによりその
部分に屈曲部２９ｃが形成されるので、内側面２９ａで
空気流４２を受けると、空気流４２はスムーズに流れず
、翼状体２９を積極的に押す力が作用し、回転ブラシ２
０に強い回転力が生じ、清掃性能を向上させることがで
きる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
機器に回転自在に取着されるロータと、前記ロータの外周部に配されると共に被清掃面に
当接して除塵する清掃ブラシ体からなる回転ブラシにおいて、前記ロータは、軸体と、前
記軸体の外周面から外方に向かって延設され内側面と外側面をそれぞれ有する複数の翼状
体と、前記翼状体の前記内側面側の先端部のみに設けられ前記清掃ブラシ体を保持する保
持部とを備え、前記内側面側を風受面としたことを特徴とする回転ブラシ。
【請求項２】
翼状体のそれぞれの軸体の外周面から外方に向かって湾曲させて、外側面を円滑な曲面形
状に形成すると共に、保持部に、前記翼状体の内側面側から延設した風受壁を一体的に形
成したことを特徴とする請求項１に記載の回転ブラシ。
【請求項３】
請求項１又は２に記載の回転ブラシを回転自在に備えた掃除機用吸込具。
【請求項４】
請求項３に記載の掃除機用吸込具を備えた電気掃除機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、掃除機用吸込具などに回転自在に設けられた清掃用の回転ブラシ、その回転
ブラシを用いた掃除機用吸込具及び電気掃除機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の、この種の回転ブラシとして、図１３に示されるようなものがあった（例えば、
特許文献１参照）。
【０００３】
　図１３は、従来の回転ブラシの断面図である。図１３において、従来の回転ブラシ１は
、アルミニューム等の金属材料からなり略棒状の回転ロータ２と、回転ロータ２の外周に
取り付けられた清掃ブラシ体３から構成されている。回転ロータ２は、軸体２ａと、軸体
２ａの外周部から放射状に延在し、かつ円弧状に形成された複数のブレード２ｂと、各ブ
レード２ｂの先端部に設けられ清掃ブラシ体３の下端を保持する保持部２ｃから構成され
ている。
【０００４】
　また、従来の回転ブラシの他の例として、図１４に示されるようなものもある（例えば
、特許文献２参照）。
【０００５】
　図１４は、従来の回転ブラシの部分断面図である。図１４において、従来の回転ブラシ
４は、アルミニューム等の金属材料からなり略棒状の回転ロータ５と、回転ロータ５の外
周に取り付けられた清掃ブラシ体６から構成されている。回転ロータ５は、軸体５ａと、
軸体５ａの外周部から放射状でかつ直線状に延在した複数のブレード５ｂからなり、各ブ
レード５ｂの先端部に、清掃ブラシ体６の下端を保持する保持部５ｃが形成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００５－２１１４０３号公報
【特許文献２】特許第４０６６１８３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記特許文献１及び２に記載された従来の回転ブラシ１、４のいずれに
おいても、ブレード２ｂ、５ｂを構成する外側面２ｄ、５ｄと内側面２ｅ、５ｅの両方に
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保持部２ｃ、５ｃが延設されているので、外側面２ｄ、５ｄと内側面２ｅ、５ｅの両方に
屈曲部２ｆ、５ｆが形成される。この為、回転ブラシ１、４を、電動機（図示せず）で、
或いは掃除機用吸込具（図示せず）の底部の開口部から流入する吸引風をブレード２ｂ、
５ｂに当てて回転させたときに、ブレード２ｂ、５ｂそれぞれの外側面２ｄ、５ｄ側の屈
曲部２ｆ、５ｆにより、空気流が遮断され、ブレード２ｂ、５ｂに接触する空気をスムー
ズに整流して、外周方向に流出させることができず、空気抵抗が増大して回転ブラシ１、
４の回転力が阻害されてしまい、安定した回転力が得られない、という課題があった。
【０００８】
　また、図１４に示すように、軸体５ａの半径距離ｒより、ブレード５ｂの距離Ｌの方が
大きいので、吸引風で回転ブラシ４を回転させる場合、風受面は大きくなり、その回転力
は向上するが、ブレード５ｂの外側面５ｄと内側面５ｅが同形状で、しかも、外側面５ｄ
にも保持部５ｃがあるために空気流が阻害される。この為、回転力にブレーキがかかって
しまい、回転ブラシ４の回転数の向上が期待できず、回転ブラシ４の除塵効率の向上につ
ながらない、という課題があった。
【０００９】
　本発明は、上記従来の課題を解決するもので、吸引風を効率よく受けて高トルクで回転
することができると共に、空気抵抗が少なく、効率よく回転させることができる回転ブラ
シ及び、清掃性に優れた掃除機用吸込具及び電気掃除機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記従来の課題を解決するために、本発明の回転ブラシは、機器に回転自在に取着され
るロータと、前記ロータの外周部に配されると共に被清掃面に当接して除塵する清掃ブラ
シ体からなる回転ブラシにおいて、前記ロータは、軸体と、前記軸体の外周面から外方に
向かって延設され内側面と外側面をそれぞれ有する複数の翼状体と、前記翼状体の前記内
側面側の先端部のみに設けられ前記清掃ブラシ体を保持する保持部とを備え、前記内側面
側を風受面としたもので、翼状体の内側面の先端部に、清掃ブラシ体を取り付ける保持部
を設けることによりその部分に屈曲部が形成されるので、翼状体の内側面を空気流の上流
側に配して、空気流を風受面で受けるようにすると、屈曲部により、空気流はスムーズに
流れず、翼状体を積極的に押す力が作用し、回転ブラシに強い回転力が生じると共に、翼
状体の外側面側には保持部が形成されていないので、回転ブラシの回転時の空気抵抗が小
さくなるので、回転ブラシを効率よくかつ高トルクで回転させることができ、清掃性能を
向上させることができる。
【００１１】
　また、本発明の掃除機用吸込具は、請求項１又は２に記載の回転ブラシを回転自在に備
えたもので、回転ブラシを、少ないエネルギーで効率よく回転させることができるので、
その分、小型軽量で、操作性、清掃性能に優れた掃除機用吸込具を提供することができる
。
【００１２】
　また、本発明の電気掃除機は、請求項３に記載の掃除機用吸込具を備えたもので、軽量
で、操作性、清掃性能に優れた掃除機用吸込具を使用することにより、清掃性能、操作性
の良い電気掃除機を提供することができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の回転ブラシは、空気流を効率よく受けて高トルクで回転することができると共
に回転時の空気抵抗が少ないので効率よく回転させることができるもので、また、本発明
の掃除機用吸込具及び電気掃除機は、清掃性に優れたものである。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、本発明の回転ブラシを搭載した掃除機用吸込具が連結された電気掃除機
の全体図である。（実施例１）
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【図２】図２は、同掃除機用吸込具の内部構成を示す断面図である。（実施例１）
【図３】図３は、同回転ブラシの平面図である。（実施例１）
【図４】図４は、同掃除機用吸込具の要部断面図である。（実施例１）
【図５】図５は、同回転ブラシの拡大断面図である。（実施例１）
【図６】図６は、同回転ブラシの清掃ブラシ体の斜視図である。（実施例１）
【図７】図７は、同回転ブラシの軸受体の斜視図である。（実施例１）
【図８】図８は、同ロータの他の例を示す部分断面図である。（実施例１）
【図９】図９は、本発明の回転ブラシのロータの断面図である。（実施例２）
【図１０】図１０（ａ）は、同回転ブラシのロータの断面図、図１０（ｂ）は、同回転ブ
ラシの他のロータの例を示す断面図である。（実施例２）
【図１１】図１１は、本発明の掃除機用吸込具の一部切欠き平面図である。（実施例３）
【図１２】図１２は、同掃除機用吸込具の要部拡大断面図である。（実施例３）
【図１３】図１３は、従来の回転ブラシの断面図である。（従来例）
【図１４】図１４は、従来の回転ブラシの他の例を示す部分断面図である。（従来例）
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　第１の発明は、機器に回転自在に取着されるロータと、前記ロータの外周部に配される
と共に被清掃面に当接して除塵する清掃ブラシ体からなる回転ブラシにおいて、前記ロー
タは、軸体と、前記軸体の外周面から外方に向かって延設され内側面と外側面をそれぞれ
有する複数の翼状体と、前記翼状体の前記内側面側の先端部のみに設けられ前記清掃ブラ
シ体を保持する保持部とを備え、前記内側面側を風受面としたもので、翼状体の内側面の
先端部に、清掃ブラシ体を取り付ける保持部を設けることによりその部分に屈曲部が形成
されるので、翼状体の内側面を空気流の上流側に配して、空気流を風受面で受けるように
すると、屈曲部により、空気流はスムーズに流れず、翼状体を積極的に押す力が作用し、
回転ブラシに強い回転力が生じると共に、翼状体の外側面側には保持部が形成されていな
いので、回転ブラシの回転時の空気抵抗が小さくなるので、回転ブラシを効率よくかつ高
トルクで回転させることができ、清掃性能を向上させることができる。
【００１６】
　第２の発明は、特に、第１の発明の翼状体のそれぞれの軸体の外周面から外方に向かっ
て湾曲させて、外側面を円滑な曲面形状に形成すると共に、保持部に、前記翼状体の内側
面側から延設した風受壁を一体的に形成したもので、外側面が円滑な曲面形状で回転方向
側に湾曲しているので、湾曲していない形態に比べて回転ブラシの回転時の空気抵抗がよ
り低減され、回転ブラシを効率よく、かつ省電力を図りながらスムーズに回転させること
ができる。また、内側面側に風受壁を延設することで、内側面側で外気を受けるときに、
風受け面積が広くなり、高トルクで回転ブラシを回転させることができる。
【００１７】
　第３の発明における掃除機用吸込具は、請求項１又は２に記載の回転ブラシを回転自在
に備えたもので、回転ブラシを、少ないエネルギーで効率よく回転させることができるの
で、その分、小型軽量で、操作性、清掃性能に優れた掃除機用吸込具を提供することがで
きる。
【００１８】
　第４の発明における電気掃除機は、請求項３に記載の掃除機用吸込具を備えたもので、
軽量で、操作性、清掃性能に優れた掃除機用吸込具を使用することにより、清掃性能、操
作性の良い電気掃除機を提供することができる。
【００１９】
　以下、本発明の実施例について、図面を参照しながら説明する。尚、この実施例によっ
て本発明が限定されるものではない。
【実施例１】
【００２０】
　図１は、本発明の第１の実施例における回転ブラシを搭載した掃除機用吸込具が連結さ
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れた電気掃除機の全体図、図２は、同掃除機用吸込具の内部構成を示す断面図、図３は、
同回転ブラシの平面図、図４は、同掃除機用吸込具の要部断面図、図５は、同回転ブラシ
の拡大断面図、図６は、同回転ブラシの清掃ブラシ体の斜視図、図７は、同回転ブラシの
軸受体の斜視図である。
【００２１】
　図１において、本実施例における回転ブラシを搭載した掃除機用吸込具が連結された電
気掃除機は、後方に電動送風機１０を内蔵し、前部に塵埃を捕集する集塵袋１１を収納す
る集塵室１２を有する掃除機本体１３と、一端が集塵室１２と連通するように掃除機本体
１３に接続され、他端が延長管１４に接続されるホース１５と、延長管１４のホース１５
側と反対側の端部に連結されると共に、床面の塵埃を吸引する掃除機用吸込具１６を備え
ている。ホース１５の延長管１４側端部には、掃除機用吸込具１６を床面上で操作するた
めハンドル１７が設けられている。
【００２２】
　図２～７において、掃除機用吸込具１６は、一対の軸受２４を介して本実施例における
回転ブラシ２０を回転自在に収納する回転ブラシ収納室２１と、回動自在で、かつ延長管
１４に着脱自在に接続される接続パイプ２２とを備え、回転ブラシ収納室２１と接続パイ
プ２２は、吸込風路２３で連通している。又、掃除機用吸込具１６の底面４５には、下方
に開口し、回転ブラシ収納室２１と連通する吸塵口２５が形成されている。
【００２３】
　回転ブラシ２０は、機器の一つである掃除機用吸込具１６に回転自在に取着されるロー
タ２６と、ロータ２６の外周部に配されると共に被清掃面である床面に当接して除塵する
清掃ブラシ体２７と、軸受体Ａ３１と、軸受体Ｂ６１から構成され、そのロータ２６は、
両端が軸受体Ａ３１と軸受体Ｂ６１で支持された軸体２８と、前記軸体２８の外周面から
外方に向かって略直線状に延設され、内側面２９ａと外側面２９ｂをそれぞれ有する複数
の翼状体２９と、前記翼状体２９の内側面２９ａ側の先端部のみに設けられると共に清掃
ブラシ体２７を保持する保持部３０を備えている。保持部３０は、断面が略凸状の凸溝部
３０ａを備え、また、保持部３０の底部３０ｂは、軸体２８の中心軸に対し略平行に形成
されている。
【００２４】
　本実施例では、３本の翼状体２９が、軸体２８の外周面の周方向に等間隔に配されてい
る。各翼状体２９の外側面２９ｂは、根元部から先端側に向かって凹凸がなく直線状の整
流面となっているが、反対側の内面側２９ａの先端に保持部３０が設けられているため、
その部分に屈曲部２９ｃが形成され、掃除機用吸込具１６の底面４５に設けた吸塵口２５
から流入する空気流４２を受ける際に、効率よく風を受けられるので、その内側面２９ａ
を風受面としている。
【００２５】
　また、本実施例では、軸体２８と、３本の翼状体２９と、それぞれの保持部３０は、ア
ルミニューム等の軽金属材料で一体で押し出し成型で形成されている。また、翼状体２９
の全高さＬは、軸体２８の半径ｒより長く形成されている。
【００２６】
　又、清掃ブラシ体２７は、略帯状で、図６に示すように、保持部３０の凸溝部３０ａの
側方から挿入される基部２７ａと、下端が基部２７ａに固着され、多数の細径の樹脂繊維
や毛、或いは軟質材のシートなどから形成されたブラシ部材２７ｂから構成されている。
本実施例では、上記のように、凸溝部３０の断面形状が、略凸状になっているので、回転
ブラシ２０が高速で回転しても、清掃ブラシ体２７の基部２７ａが、保持部３０から外れ
ることはない。
【００２７】
　軸受体Ａ３１は、図７に示すように、中央部に略円形で、軸体２８の端部をその内部に
保持する中央支持部３１ａと、翼状体２９の端部が挿入され支持して回り止めするための
支持溝３１ｂと、中央支持部３１ａから放射状に外方に延在し、３列の翼状体２９と同形
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状のブレードＡ３１ｅと、ブレードＡ３１ｅの先端に形成され清掃ブラシ体２７の保持部
３０からの脱落を防止するブラシ押さえ３１ｃと、掃除機用吸込具１６に形成されている
軸受２４に回転自在に支持される軸体Ｂ３１ｄより構成されている。
【００２８】
　以上のように構成された本実施例における回転ブラシ２０、掃除機用吸込具１６及び電
気掃除機の動作、作用は、以下の通りである。
【００２９】
　図１に示すように、掃除機本体１３に、ホース１５、延長管１４、掃除機用吸込具１６
を順に接続し、ハンドル１７に設けた操作部（図示せず）を操作して、掃除機本体１３の
運転を開始すると、電動送風機１０に通電されて、空気流４２が発生し、床面４１上の塵
埃が空気流４２と共に、掃除機用吸込具１６の底面に設けた吸塵口２５から流入する。
【００３０】
　このとき、吸塵口２５から勢い良く流入した空気流４２が、図４に示すように、回転ブ
ラシ２０の翼状体２９の内側面２９ａ、すなわち風受面に当たり、回転ブラシ２０を反時
計方向（回転方向４３）に回転させる。これにより、床面４１上のこびりついたような塵
埃４０が、清掃ブラシ体２７で効率よく掻き取られ、塵埃４０を含む空気流４２は、掃除
機用吸込具１６内の吸込風路２３、延長管１４、ホース１５を順に通って、掃除機本体１
３の集塵室１２内の集塵袋１１に流入し、そこで、塵埃４０が捕集され、きれいになった
空気が、電動送風機１０を通って、掃除機本体１３の背面に設けた排気口（図示せず）か
ら、外部に排気される。
【００３１】
　以上のように、本実施例における回転ブラシ２０は、翼状体２９の内側面２９ａの先端
部に、清掃ブラシ体２７を取り付ける保持部３０を設けているので、その部分に屈曲部２
９ｃが形成され、それにより、内側面２９ａに、掃除機用吸込具１６の底面に設けた吸塵
口２５から流入した空気流４２が当たると、屈曲部２９ｃにより空気流４２がスムーズに
流れず、翼状体２９を積極的に押す力、すなわち回転ブラシ２０を強く回転させる力が作
用し、清掃性能を大幅に向上させることができる。
【００３２】
　又、翼状体２９の外側面２９ｂには、凹凸が無く滑らかになっているので、空気はスム
ーズに翼状体２９外に流出されるので、回転時の空気抵抗が少なくなり回転ブラシ２０の
回転力が阻害されにくい。
【００３３】
　更に本実施例では、軸受体Ａ３１にもブレードＡ３１ｅが形成されているため、より翼
状体２９の受風面積が大きくなりなり、その回転力を強めることができる。また、被掃除
面が毛足の長い絨毯等の場合は、絨毯と清掃ブラシ体２７との間に大きな抵抗が生じ、回
転が弱まり、除塵効果が低下するが、本実施例では、軸体２８の半径ｒを小さく、翼状体
２９の全長Ｌを大きく設定しているので、外気の受圧面積が大きくなって、その回転トル
クも強力となり、回転数の低下を防ぎ、除塵効率の低下を継続的に防止することができる
。
【００３４】
　なお、本実施例では、回転ブラシ２０の全幅に渡って、各翼状体２９を所定角度で捩じ
って３列配したが、３列に限定することはなく、２列、４列或いはそれ以上でもよく、ま
た、捻る代わりに直線状に配置しても良い。
【００３５】
　また、ブラシ部材２７ｂを、多数の細径糸より構成された起毛布体（図示せず）で構成
してもよく、４列に構成された凸溝部３０ａに、ブラシ状のものと、起毛布体からなるも
のとを交互に挿入するようにすれば、床面にこびりついた塵埃は、ブラシ状のブラシ部材
２７ｂで、床面に付着した極細塵は、起毛布体からなるブラシ部材２７ｂで拭き、それぞ
れの除塵が可能となるようにしても良い。
【００３６】
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　また、保持部３０の底部３０ｂは、軸体２８の長方向の中心軸芯に対し略平行に形成し
ているので、風受面である内側面２９ａに屈曲部２９ｃが形成され、空気流は阻害されて
逆流となり、受風面は強い力で押圧されて、回転力が向上するので、例えば、毛足の長い
絨毯等の被掃除面を除塵する場合でも、毛足の抵抗に負けて回転が停止するのを防止でき
る。また、保持部３０に取り付ける清掃ブラシ体２７も、軸芯に対し略垂直に形成される
ことになるので、被掃除面に対しても、常に垂直に当接させることができ、清掃ブラシ体
２７の除塵効果を最大限引き出すことができる。
【００３７】
　また、回転ブラシ２０の大きさには、所定の大きさ制限のある中で、軸体２８の外周部
から外方に向けて延在する翼状体２９の根元から先端までの距離Ｌと、軸体２８の半径ｒ
との関係をＬ＞＞ｒとして、空気の流れに直接関係のない軸体２８の太さをできるだけ小
さく、空気の流れに直接関係のある翼状体２９の表面積を大きくし、風受面である内側面
２９ａを空気流４２の上流側に配置すれば、より強い回転力が得られ、被清掃面に凹凸が
あり、抵抗が強くても、確実に回転ブラシ２０を継続して回転させられるので、除塵効率
の安定化が図れる。
【００３８】
　なお、上記実施例では、保持部３０の清掃ブラシ体２７の取付け部の断面形状を凸溝状
としたが、図８に示すように、一般的な凹溝状の凹溝部３０ｃとしても良い。ただし、こ
の場合は、回転ブラシ２０の回転時に、清掃ブラシ体２７が外れないように、清掃ブラシ
体２７の基部２７ａを凹溝部３０ｃに溶着や接着などの方法で確実に固定する必要がある
ことは言うまでも無い。
【００３９】
　（実施例２）
【００４０】
　図９は、本発明の第２の実施例における回転ブラシのロータの断面図である。尚上記第
１の実施例における回転ブラシと同一部分には、同一符号を付してその説明を省略する。
　上記第１の実施例では、翼状体２９の内側面２９ａ、外側面２９ｂのそれぞれを直線状
に形成したのに対し、本実施例における回転ブラシ２０のロータ２６ａは、図９に示すよ
うに、翼状体２９のそれぞれを軸体２８の外周面から外方に向かって湾曲、すなわち、内
側面２９ａ、外側面２９ｂのそれぞれを、風受面である内側面２９ａの反対側に湾曲させ
て、外側面２９ｂを円滑な曲面形状に形成すると共に、保持部３０に、前記翼状体２９の
内側面２９ａ側から延設した風受壁３０ｄ（図９内で、範囲３０ｅで示された部分）を一
体的に形成したもので、他の構成は、上記第１の実施例と同一である。
【００４１】
　以上のように構成された本実施例の回転ブラシ２０の動作は以下の通りである。
【００４２】
　掃除機用吸込具１６の下面に設けた吸塵口２５から流入した空気流４２が回転ブラシ２
０のロータ２６ａの内側面２９ａに当たると、その内側面２９ａに沿って空気流４４が発
生すると共に、ロータ２６ａに回転力が加わり、回転ブラシ２０が回転する。
【００４３】
　本実施例における回転ブラシ２０のロータ２６ａは、以上のように、翼状体２９の外側
面２９ｂが円滑な曲面形状で、風受面である内側面２９ａの反対側に湾曲、すなわち回転
方向側に湾曲しているので、回転ブラシ２０の回転時の空気抵抗が低減され、回転ブラシ
２０を効率よく、スムーズに回転させることができる。また、内側面２９ａ側に風受壁３
０ｄを延設することで、内側面２９ａ側で外気を受けるときに、風受け面積が広くなり、
高トルクで回転ブラシ２０を回転させることができる。
【００４４】
　図１０（ａ）は、３本の翼状体を設けたロータ２６ａの断面図、図１０（ｂ）は、２本
の翼状体２９を設けたロータ２６ｂの断面図であるが、同図で二点鎖線で示されるように
、軸体２８と、隣り合う翼状体２９と、前記翼状体２９の先端部に形成された保持部３０



(8) JP 2010-274010 A 2010.12.9

10

20

30

40

50

、あるいは軸体２８と、対面する翼状体２９と、翼状体２９の先端部に形成された保持部
３０が略Ｚ字状になるように形成すれば、回転ブラシ２０の回転時に、Ｚ字状の断面でよ
り確実に風を受けることができ、その結果、回転ブラシ２０をより強力に回転させること
もできる。
【００４５】
　（実施例３）
【００４６】
　図１１は、本発明の第３の実施例における掃除機用吸込具の一部切欠き平面図、図１２
は、同掃除機用吸込具の要部拡大断面図である。尚、上記第１及び第２の実施例における
回転ブラシと同一部分には、同一符合を付してその説明を省略する。
【００４７】
　上記第１及び第２の実施例では、吸塵口２５から流入する空気流４２を回転ブラシ２０
の内側面２９ａに当てて回転ブラシ２０を回転させるようにしたが、本実施例における掃
除機用吸込具３５は、図１１及び図１２に示すように、回転ブラシ２０を一方向（本実施
例では、回転方向４７）に回転させるためのモーター３６と、モーター３６に取り付けら
れたギアＡ３７と、回転ブラシ２０の軸体２８に設けられたギアＢ３８と、ギアＡ３７と
ギアＢ３８に張架されたベルト６０を備え、ベルト６０を介してモーター３６で回転ブラ
シ２０を回転させるようにしたものである。
【００４８】
　また、本実施例においても、図１２に示すように、翼状体２９の凹凸などの無い整流面
である外側面２９ｂが、吸引気流の下流側に面するように配置している。
【００４９】
　以上のように、本実施の形態では、回転ブラシ２０を、図４に示すように、空気流４２
で回転させるのではなく、図１１及び図１２に示すようにモーター３６等の外部駆動源に
より強制回転させると共に、空気流の上流側に翼状体２９の内側面２９ａを配置させるこ
とで、掃除機用吸込具３５の底面に設けた吸塵口２５から塵埃と共に吸引された外気は、
空気流４６となってスムーズに掃除機本体１３側に吸引されていく。又、空気流４６が内
側面２９ａを押す事により、モーター３６の回転力を補うことができ、モーター３６の小
型化や省エネに役立つ。
【００５０】
　また、表面に凹凸の無い外側面２９ｂが回転方向４７側になっているので、外側面２９
ｂで押される空気は、整流面である外側面２９ｂに沿ってスムーズに流れるため、その空
気抵抗は少なく、回転力が低下しにくく、モーター３６に対する負担が軽減され、モータ
ー３６の小型化や省エネに役立つ。
【００５１】
　また、掃除機用吸込具１６に、上記実施例における回転ブラシ２０を用いることにより
、回転ブラシを、少ないエネルギーで効率よく回転させることができるので、その分、小
型軽量で、操作性、清掃性能に優れた掃除機用吸込具を提供することができる。
【００５２】
　また、上記掃除機用吸込具１６を電気掃除機の掃除機本体１３に、ホース１５、延長管
１４を介して接続し、清掃作業を行うようにすれば、清掃性能、操作性の良い電気掃除機
を提供することができる。
【産業上の利用可能性】
【００５３】
　以上のように、本発明に係る回転ブラシは、吸引風を効率よく受けて高トルクで回転す
ることができると共に、回転時の空気抵抗が少ないので効率よく回転させることができ、
また、本発明の掃除機用吸込具及び電気掃除機は、清掃性に優れたもので、電気掃除機に
限らず、回転ブラシを用いた各種洗浄機器、清掃機器に応用できる。
【符号の説明】
【００５４】
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１０　電動送風機
１３　掃除機本体
１６、３５　掃除機用吸込具
２０　回転ブラシ
２６、２６ａ、２６ｂ　ロータ
２７　清掃ブラシ体
２８　軸体
２９　翼状体
３０　保持部
４２、４４、４６　空気流

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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